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「教職に関する科目」につながる「教科に関する科目」の内容について
－「生活科教育法」および「理科教育法」につながる「自然の理解」の授業内容の改善と検証－
梶本　佳照１）*
１）新見公立短期大学幼児教育学科
（2017年11月15日受理）
１．はじめに
現行の教育職員免許法では、免許取得に関する履修の枠
組み（図1）は、「教科に関する科目」と「教職に関する科
目」に分かれている。
「教科に関する科目」は、教える教科の内容について知
識と理解を深めることが目的であり、「教職に関する科目」
新見公立大学紀要　第38巻
pp.  25－32,  2017
－「教育課程及び指導法に関する科目」－「各教科の指導
法」は、それをどのように教えるのかを学ぶことが目的で
ある。
この2つの科目は、お互いに関連することが求められる。
しかし、科目が細分化される中で、「教科に関する科目」の
内容が学習指導要領で記述されている内容とかけ離れた
ものになっていたり、担当教員がその教科がどのように教
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現行の教育職員免許法での履修科目は、「教科に関する科目」と「教職に関する科目」に分かれている。「教
科に関する科目」は、教える教科の内容について知識と理解を深めることが目的であり、「教職に関する科目」
－「各教科の指導法」は、それをどのように教えるのかを学ぶことが目的である。この2つの科目は、お互いに
関連することが求められる。しかし、科目が細分化される中で、「教科に関する科目」の内容が学習指導要領
で記述されている内容とかけ離れたものになっていて、その教科の指導法が学生に十分に伝わらない可能性が
あった。そこで、「教科に関する科目」の内容が「各教科の指導法」につながるようにシラバスを検討し授業
を行った後、ワークシートの感想を分析した。その結果、学習指導要領に記述された教材の内容が受講生に伝
わり「教科の指導法」につながっていくことが示唆された。
（キーワード）教育職員免許法、教科に関する科目、教職に関する科目、各教科の指導法、生活科、理科
図１　教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令案 見直しイメージ 
えられるかについて十分に理解していなかったりすると
その教科全体としての指導法が学生に十分に伝わらない
可能性があった。「教科に関する科目」と「各教科の指導
法」を一人の教員が教える場合は、まだ、つながりが保ち
やすいが、別々の教員が教える場合、指導者間でよく連携
を図っていなければ両者の授業は学生の指導法を高める
ものになり難くなる。
このようなこともあり、文部科学省（2015）は、「これ
からの学校教育を担う教員の資質能力の向上」において
「教科に関する科目」と「教科の指導法」の連携の強化を
提言し、文部科学省（2016）の「教育職員免許法改正」案
では、教科・教職に関する科目の分断と細分化の改善が必
要と指摘がなされ、２つを統合した「教科及び教科の指導
法に関する科目」の枠組みが示された。
そこで、「各教科の指導法」－「理科の指導法」（一部
「生活科の指導法」）につながる「教科に関する科目」－
「自然の理解」のシラバスを再検討し、学習指導要領に基
づいた指導内容につながる意識付けができたかどうか受
講生の感想よりその効果を検証していくことにした。
２．シラバスの検討
（１）理科と人間性
角屋（2013）の「なぜ、理科を教えるのか」を参考にし
て、理科という教科は何をめざしているのか学べるように
した。
理科は学習指導要領により設定されている科目なので、
教育基本法を基として学習指導要領で目指している方向
性の上に各教科の目標がある。そこで、シラバスでは最初
に学習指導要領の方向性を示し、それが理科ではどういう
形で表れているのか確認していく学習の流れとした。次に
自然科学と理科の違いにふれ、理科は学校教育なので自然
科学の内容や考え方を教えるだけでなく「人格の完成」を
目指し、人間性を培っていくことも目的にしていることを
意識づけるようにした。
例えば、理科という教科の基本的な学習の進め方である
「問題解決学習」が人格形成とどうかかわっているのかに
ついて触れている。
角屋（2013）は、理科の問題解決活動で育つ人間性とし
て、自己決定と自己責任、見つめ直し、仮説や観察・実験
方法の変更に伴う謙虚さ、考え方の柔軟性を挙げている。
問題解決過程では、「自分の仮説を持ち、観察・実験方
法」を計画し、観察・実験を行うがこの過程で必要となる
人間性が、自己決定と自己責任であるとしている。
仮説を持ったり、観察・実験を行ったりすることは、仮
説や観察・実験を自己で決定することになるという考え
方である。
また、「観察や実験結果を考察する場面」で、仮説と観
察・実験結果が一致しない場合に、最初の仮説や観察・実
験方法、観察・実験の操作や技能などを振り返り、仮説や
観察・実験を見直す。
この場面に必要となる人間性が、自己の決定内容や行為
の見つめ直しや仮説や観察・実験方法の変更に伴う柔軟
性と観察・実験結果に対する謙虚さであるとしている。
（２）体験する内容・教材
今回、「教科に関する科目」にあたる「自然の理解」の
シラバスは、小学校理科の内容をそのまま配置するのでは
なく、幼児教育にも関係する内容も扱うようにし、受講生
が科学的思考力の芽生えを体験でき、生活科教育法へもつ
ながるようにした（表１）。フィールドビンゴの作成、縮
むシュリンクリンクがそれに当たる。以前は、風をみつけ
ようという内容で画用紙を幅5cm、長さ15cmに切り、輪っ
かにして屋外で風に任せて転がるのを見ることにより、風
がどのように吹いているのか体験することを行っていた
が、風の吹き具合という天候に左右されることがひんぱん
にあったために取りやめることにした。以前これを体験し
た受講生は、普通は見えない風の動きを輪っかの動きで見
ることができ、受講生にはたいへん好評であった。保育所
や幼稚園、小学校であれば、風が吹いている時を見計らっ
て転がすことができるので体験教材として紹介だけはし
ていきたい。
さらに、松森（2012）及び倉橋（2016）の書籍を参考に
して授業の中にワンポイントクイズを設定した、これは授
業の展開に変化をつけるとともに受講生に自然科学を身
近なものとして感じとらせることを狙ったものである。
３．研究の目的
「教科に関する科目」のシラバスを「教科の指導法に関
する科目」につながっていくように検討し、その効果をた
しかめることを研究の目的とした。
４．研究の方法
（１）調査対象及び調査時期
通信教育課程小学校教員免許取得コースの教科に関す
る科目「自然の理解」を履修している受講生24名に対して
7月31日から8月2日間に実施
（２）調査方法
受講生が授業ワークシートに記述した自由記述の感想
をテキストマイニングにより分析し、学習指導要領等で教
材のねらいとされている部分が伝わっているかどうかを
考察することにした。
梶本　佳照
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表１　自然の理解のシラバス
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５．調査結果
（１）レモン電池
レモン電池の実験を４名及び５名のグループで実施し
た。図２は、その感想の共起ネットワークである。
レモンを中心に、レモンが「多い」、レモンと接する「銅
板」と「亜鉛板」の面積が「大きい」,音が「大きい」、レ
モンは「電池」のようだというところが多くレモン電池の
レモンと銅板、亜鉛板、音の大きさの関係が多い。
共起回数（表２）を見ると、共起ネットワークと同じで
レモンと「多い」、「大きい」との関連、銅板と亜鉛板と
面積の「大きさ」との関係が多くあらわれていることがわ
かる。次にスコア（表３）を見るとレモンは当然多いが電
流、銅板、亜鉛板、面積となりレモン電池の仕組みにつな
がる名詞のスコアが大きくなっていてる。
（２）身近な生き物の飼い方
身近な生き物の飼い方について、各自調べてワークシー
トに調べたことを記入した。この授業は、小学校学習指導
要領解説「生活編」では、第4章指導計画作成上の配慮事項
“「（2）第２の内容の（7）については、2学年にわたって
取り扱うものとし、動物や植物へのかかわり方が深まるよ
う継続的な飼育、栽培を行うようにすること」・・・これ
は、自然事象に接する機会が乏しくなっていることや生命
の尊さを実感する体験が少なくなっているという現状を
踏まえたものである・・・児童は、長期にわたる飼育・栽
培を行うことで、成長や変化、生命の尊さや育て方など
様々なことに気付き、親身になって世話ができるようにな
るのである。”に対応した内容である。また、小学校学習指
導要領解説「理科編」では、“第3学年－B 生命・地球－
（１）昆虫と植物－ア「昆虫の育ち方には一定の順序があ
り、成虫の体は頭、胸及び腹からできていること」－（内
図２　レモン電池　共起ネットワーク 
ྡモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
䝺䝰䞁 15.50 19
㟁ụ 0.85 5
㖡ᯈ 2.80 4
ள㖄∧ 2.80 4
㟁Ẽ 0.48 4
㟁ὶ 3.97 3
㠃✚ 2.42 3
表３　レモン電池のスコア
༢ㄒ䝨䜰 ༢ㄒ1 ༢ㄒ2 ඹ㉳ᅇᩘ
ከ䛔 ኱䛝䛔 ከ䛔 ኱䛝䛔 11
䝺䝰䞁 ከ䛔 䝺䝰䞁 ከ䛔 11
䝺䝰䞁 ኱䛝䛔 䝺䝰䞁 ኱䛝䛔 11
኱䛝䛔 㠃✚ ኱䛝䛔 㠃✚ 6
኱䛝䛔 㖡ᯈ ኱䛝䛔 㖡ᯈ 6
ள㖄∧ ኱䛝䛔 ள㖄∧ ኱䛝䛔 6
ள㖄∧ 㖡ᯈ ள㖄∧ 㖡ᯈ 4
䛴䛺䛠 䝺䝰䞁 䛴䛺䛠 䝺䝰䞁 3
䝺䝰䞁 ᛮ䛖 䝺䝰䞁 ᛮ䛖 3
ள㖄∧ 㠃✚ ள㖄∧ 㠃✚ 3
䝺䝰䞁 㬆䜛 䝺䝰䞁 㬆䜛 3
㖡ᯈ 㠃✚ 㖡ᯈ 㠃✚ 3
䝺䝰䞁 㟁ụ 䝺䝰䞁 㟁ụ 3
㟁ụ 㦫䛟 㟁ụ 㦫䛟 3
Ꮚ䛹䜒 ᛮ䛖 Ꮚ䛹䜒 ᛮ䛖 2
䛴䛺䛠 ኱䛝䛔 䛴䛺䛠 ኱䛝䛔 2
䛴䛺䛠 㟁ụ 䛴䛺䛠 㟁ụ 2
䛴䛺䛠 ྍ⬟ 䛴䛺䛠 ྍ⬟ 2
Ꮚ䛹䜒 㟁Ẽ Ꮚ䛹䜒 㟁Ẽ 2
ᛮ䛖 㣗䜉≀ ᛮ䛖 㣗䜉≀ 2
ᛮ䛖 㟁Ẽ ᛮ䛖 㟁Ẽ 2
ᛮ䛖 㠃ⓑ䛔 ᛮ䛖 㠃ⓑ䛔 2
ᛮ䛖 㧗䜑䜛 ᛮ䛖 㧗䜑䜛 2
㟁Ẽ 㣗䜉≀ 㟁Ẽ 㣗䜉≀ 2
㟁Ẽ 㠃ⓑ䛔 㟁Ẽ 㠃ⓑ䛔 2
ᐇ㦂 ᛮ䛖 ᐇ㦂 ᛮ䛖 2
㠃ⓑ䛔 㣗䜉≀ 㠃ⓑ䛔 㣗䜉≀ 2
䛴䛺䛠 ከ䛔 䛴䛺䛠 ከ䛔 2
ከ䛔 㟁ụ ከ䛔 㟁ụ 2
䝺䝰䞁 㦫䛟 䝺䝰䞁 㦫䛟 2
䝺䝰䞁 ྍ⬟ 䝺䝰䞁 ྍ⬟ 2
Ⓨ⏕ 㟁Ẽ Ⓨ⏕ 㟁Ẽ 2
䛷䛝䜛 ྍ⬟ 䛷䛝䜛 ྍ⬟ 2
ྍ⬟ 㟁ụ ྍ⬟ 㟁ụ 2
୙ᛮ㆟ 㧗䜑䜛 ୙ᛮ㆟ 㧗䜑䜛 2
表２　レモン電池　共起回数 
「教職に関する科目」につながる「教科に関する科目」の内容について
― 29 ―
容の取扱い）（2）ここの指導に当たっては、昆虫の卵や幼
虫を探し、それらを飼育し観察したり、植物を栽培し観察
したりする活動を通して、昆虫や植物の育ち方や体のつく
りについての理解を図る。また、生物の観察においては、継
続的に観察を行うとともに・・・“に対応した内容であ
る。図３は、ワークシートに書かれた感想の共起ネットワ
ークである。
共起ネットワークを見ていくと「飼う」を中心に「生き
物」を飼う、生き物によって飼い方が「違う」、飼い方を
「調べる」、子どもが「飼う」、教室で「飼う」、大切に
「飼う」と飼うことに興味を持っていた。共起回数（表４）
を見ると「飼う」と「生き物」、「調べる」、「子ども」、
「違う」の回数が多いことがわかる。スコア（表５）を見
ていくと生き物、飼育、大切、子ども、飼う、調べるが大
きくなっている。
（３）風で動くおもちゃ
風で動くおもちゃについては、小学校理科「風で動くお
もちゃ」実験キットと送風器を使用し、グループごとに動
いた距離を測定した。
この授業は、小学校学習指導要領解説「理科編」では、“第
3学年－A 物質・エネルギー－（２）風やゴムのエネルギ
ー－ア「風の力は、物を動かすことができること」－”風の
力で動く物をつくり、風を当てたときの物の動く様子を比
較しながら、風の強さによって物の動く様子に違いがある
ことを調べ、風の力は物を動かすことができることをとら
えることがねらいである”としている。また、“ここで扱う対
象としては、風については、例えば、送風器などを用いて
風を起こして、風の強さを変えることが考えられる。・・・
ここでの指導に当たっては、生活科の学習との関連を考慮
しながら、風をうけたときやゴムを働かせたときの手ごた
え な ど の 体 感 を 基 に し た 活 動 を 重 視 す る よ う に す
る。・・・また、風の強さやゴムの伸びなどと物の動きと
の関係を表に整理することを通して、風やゴムの働きにつ
いてとらえるようにする。”に対応した内容である。図４
図３　身近な生き物の飼い方　共起ネットワーク 
ྡモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
⏕䛝≀ 7.25 11
㣫⫱ 4.43 5
኱ษ 0.53 6
Ꮚ䛹䜒 0.48 5
▱䜙䛺䛔 0.07 3
௙᪉ 0.14 3
⎔ቃ 0.20 3
ືモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
㣫䛖 20.04 22
ㄪ䜉䜛 0.61 6
㐪䛖 0.07 4
表５　身近な物の飼い方のスコア
༢ㄒ䝨䜰 ༢ㄒ㻝 ༢ㄒ㻞 ඹ㉳ᅇᩘ
⏕䛝≀㻌㣫䛖 ⏕䛝≀ 㣫䛖 8
ㄪ䜉䜛㻌㣫䛖 ㄪ䜉䜛 㣫䛖 5
Ꮚ䛹䜒㻌㣫䛖 Ꮚ䛹䜒 㣫䛖 5
䛚䛟㻌㣫䛖 䛚䛟 㣫䛖 4
㐪䛖㻌㣫䛖 㐪䛖 㣫䛖 4
⏕䛝≀㻌㐪䛖 ⏕䛝≀ 㐪䛖 4
▱䜙䛺䛔㻌㣫䛖 ▱䜙䛺䛔 㣫䛖 3
ᚲせ㻌㣫䛖 ᚲせ 㣫䛖 3
኱ษ㻌㣫⫱ ኱ษ 㣫⫱ 3
␗䛺䜛㻌㣫⫱ ␗䛺䜛 㣫⫱ 3
᭩䛟㻌㣫䛖 ᭩䛟 㣫䛖 3
኱ษ㻌㣫䛖 ኱ษ 㣫䛖 2
኱ษ㻌⫱䛶䜛 ኱ษ ⫱䛶䜛 2
㣫⫱㻌኱ษ 㣫⫱ ኱ษ 2
␗䛺䜛㻌㣫䛖 ␗䛺䜛 㣫䛖 2
⎔ቃ㻌㣫䛖 ⎔ቃ 㣫䛖 2
䜔䛩䛔㻌㣫䛖 䜔䛩䛔 㣫䛖 2
䛷䛝䜛㻌⏕䛝≀ 䛷䛝䜛 ⏕䛝≀ 2
䛷䛝䜛㻌ᩍᐊ 䛷䛝䜛 ᩍᐊ 2
䛷䛝䜛㻌㣫䛖 䛷䛝䜛 㣫䛖 2
ᩍᐊ㻌㣫䛖 ᩍᐊ 㣫䛖 2
ṇ䛧䛔㻌㣫䛖 ṇ䛧䛔 㣫䛖 2
ㄪ䜉䜛㻌㣫⫱ ㄪ䜉䜛 㣫⫱ 2
ᛮ䛖㻌㣫䛖 ᛮ䛖 㣫䛖 2
௙᪉㻌ㄪ䜉䜛 ௙᪉ ㄪ䜉䜛 2
௙᪉㻌㣫⫱ ௙᪉ 㣫⫱ 2
䛧䜎䛖㻌Ṛ䛼 䛧䜎䛖 Ṛ䛼 2
䛔䛡䜛㻌Ẽ䜢௜䛡䛔䛡䜛 Ẽ䜢௜䛡 2
表４　身近な生き物の飼い方　共起回数 
ことを通してつり合う時のきまりをみつけていった。この
授業は、小学校学習指導要領解説「理科編」では、“第3学
年－A 物質・エネルギー－（３）てこの規則性－てこを
使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕組みや
働きを調べ、てこの規則性についての考えをもつことがで
きるようにする。ア水平につり合った棒の支点から等距離
に物をつるして棒が水平になったとき、物の重さは等しい
こと。イ力を加える位置や力の大きさを変えると、てこを
傾ける働きが変わり、てこがつり合うときにはそれらの間
は、ワークシートに書かれた感想の共起ネットワークであ
る。
共起ネットワークを見ていくと「うける」を中心に、風
のうけ方が「変わる」、風うけが「大きい」、「小さい」、
進む「距離」、「遠い」、風うけの「位置」、また、「予
想」を中心にしても共起ネットワークがあり、実験に当た
って予想が意識されていたことがわかる。共起回数（表６）
を見ていくと風を「うける」－「変わる」、「大きい」、「小
さい」、「強い」、「距離」、「予想」－「強い」等の実
験の条件と結果に関する単語が多く見受けられる。スコア
（表７）を見ると、名詞では、予想、距離、実験、位置が
大きくなり、動詞では、うける、変わるが大きくなってい
る。
（４）てこのはたらき
てこのはたらきについては、小学校理科「てこのはたら
き」実験キットを用いて、グループごとにおもりとそれを
つるす支点からの距離をいろいろ変えながらつり合う時
の左右のおもりの個数と支点からの距離を表にまとめる
梶本　佳照
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図４　風で動くおもちゃ 共起ネットワーク 
ྡモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
ண᝿ 0.58 6
㊥㞳 1.08 5
ᐇ㦂 0.56 4
⤖ᯝ 0.12 4
఩⨨ 0.36 3
㐲䛟䜎䛷 1.40 2
ṇ☜ 0.44 2
ືモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
䛖䛡䜛 13.57 16
ኚ䜟䜛 0.20 6
表７　風で動くおもちゃ スコア 
༢ㄒ䝨䜰 ༢ㄒ㻝 ༢ㄒ㻞 ඹ㉳ᅇᩘ
䛖䛡䜛㻌ኚ䜟䜛 䛖䛡䜛 ኚ䜟䜛 7
䛖䛡䜛㻌኱䛝䛔 䛖䛡䜛 ኱䛝䛔 6
ண᝿㻌ᙉ䛔 ண᝿ ᙉ䛔 5
ᙉ䛔㻌㢼䛾᫬ ᙉ䛔 㢼䛾᫬ 4
䛖䛡䜛㻌㊥㞳 䛖䛡䜛 ㊥㞳 4
䛖䛡䜛㻌ண᝿ 䛖䛡䜛 ண᝿ 3
䛖䛡䜛㻌ᙉ䛔 䛖䛡䜛 ᙉ䛔 3
䛖䛡䜛㻌఩⨨ 䛖䛡䜛 ఩⨨ 3
ண᝿㻌Ꮚ䛹䜒 ண᝿ Ꮚ䛹䜒 3
ண᝿㻌⌮ゎ ண᝿ ⌮ゎ 3
ண᝿㻌ᐇ㦂 ண᝿ ᐇ㦂 3
䛖䛡䜛㻌ᑠ䛥䛔 䛖䛡䜛 ᑠ䛥䛔 3
䛖䛡䜛㻌㐲䛔 䛖䛡䜛 㐲䛔 3
ண᝿㻌኱䛝䛔 ண᝿ ኱䛝䛔 3
䛷䛝䜛㻌ண᝿ 䛷䛝䜛 ண᝿ 3
ᛮ䛖㻌㐪䛖 ᛮ䛖 㐪䛖 3
ኚ䜟䜛㻌኱䛝䛔 ኚ䜟䜛 ኱䛝䛔 3
኱䛝䛔㻌㊥㞳 ኱䛝䛔 ㊥㞳 3
ண᝿㻌㏻䜚 ண᝿ ㏻䜚 2
ື䛟㻌㢼䛾᫬ ື䛟 㢼䛾᫬ 2
ື䛟㻌㐲䛔 ື䛟 㐲䛔 2
⤖ᯝ㻌㢼䛾᫬ ⤖ᯝ 㢼䛾᫬ 2
䛒䜎䜚㻌䛖䛡䜛 䛒䜎䜚 䛖䛡䜛 2
䛒䜎䜚㻌኱䛝䛔 䛒䜎䜚 ኱䛝䛔 2
䛒䜎䜚㻌㊥㞳 䛒䜎䜚 ㊥㞳 2
䛒䜎䜚㻌㐪䛔 䛒䜎䜚 㐪䛔 2
ື䛟㻌⤖ᯝ ື䛟 ⤖ᯝ 2
኱䛝䛔㻌ᛮ䛖 ኱䛝䛔 ᛮ䛖 2
኱䛝䛔㻌㐪䛖 ኱䛝䛔 㐪䛖 2
኱䛝䛔㻌ᐇ㦂 ኱䛝䛔 ᐇ㦂 2
኱䛝䛔㻌㐪䛔 ኱䛝䛔 㐪䛔 2
䛖䛡䜛㻌ື䛟 䛖䛡䜛 ື䛟 2
ኚ䜟䜛㻌㊥㞳 ኚ䜟䜛 ㊥㞳 2
ኚ䜟䜛㻌ᐇ㦂 ኚ䜟䜛 ᐇ㦂 2
表６　風で動くおもちゃ 共起回数 
６．考察
授業ワークシートの感想の分析より、各授業で取り上げ
た教材については、学習指導要領解説がねらいとしている
内容及び考え方について、受講者が習得できたものと判断
できる。このことより、今回実施したの教科に関する科目
「自然の理解」は、教科の指導法に関する科目「生活科」及
び「理科」につながる授業構成に近づいていると言える。最
初にも記述したが、教科に関する科目でたとえ高度で詳細
な内容を教えたとしても、それが学習指導要領に記述され
ている内容とかけ離れたものであれば、指導法を学ぶ時
に、そもそも教えるべき内容そのものを理解できていない
ということになり、指導法を学ぶ以前の問題になってしま
う。もし、こういう状況があれば、早急に解消していかな
ければならない。
７．今後の展開
今回は、分析に取り上げていない教材も含めて９教材を
授業で扱った。15回の授業で、教科書に記載されている教
材をすべて扱うことはできない。理科であれば、Ａ物質・
エネルギー、Ｂ生命・地球の2分野で各学年のどの教材を
に規則性があること。・・・ここでの指導にあたっては、て
こ実験器を使って行った実験の結果について、支点からの
距離とおもりの重さの関係を表などに整理することを通
して、てこの規則性をとらえるようにする。”に対応した内
容である。図５は、ワークシートに書かれた感想の共起ネ
ットワークである。
共起ネットワークを見ていくと「つり合う」を中心に「距
離」、「重さ」、「つるす」、「面白い」、「楽しい」－「見
つける」、子どもを中心に「きまり」、「発見」、「でき
る」－「実験」、「見つける」とつながっている。共起回
数（表８）を見ていくと「つり合う」－「つるす」、「確
認」、「場所」、「思う」、「面白い」、「楽しい」、「理
解」、「見つける」、「きまり」－「子ども」等のつり合
うきまりを見つける単語が多くなっている。特に「きまり」
は、他の単語といっしょに頻繁に現れている。名詞のスコ
アを見ていくと、名詞では、きまり、子ども、距離、実験、
かけ算、おもりが大きく、動詞では、つり合う、つるすが
大きくなっている。
「教職に関する科目」につながる「教科に関する科目」の内容について
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図５　てこのはたらき 共起ネットワーク 
ྡモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
䛝䜎䜚 4.90 7
Ꮚ䛹䜒 0.68 6
㊥㞳 0.70 4
ᐇ㦂 0.56 4
䛛䛡⟬ 1.40 2
᮲௳ 0.09 2
䛚䜒䜚 1.40 2
ືモ 䝇䝁䜰 ฟ⌧㢖ᗘ
䛴䜚ྜ䛖 10.50 15
䛴䜛䛩 3.50 5
表９　てこのはたらきのスコア
༢ㄒ䝨䜰 ༢ㄒ1 ༢ㄒ2 ඹ㉳ᅇᩘ
䛴䜚ྜ䛖㻌䛴䜛䛩 䛴䜚ྜ䛖 䛴䜛䛩 8
䛴䜚ྜ䛖㻌☜ㄆ 䛴䜚ྜ䛖 ☜ㄆ 7
䛝䜎䜚㻌Ꮚ䛹䜒 䛝䜎䜚 Ꮚ䛹䜒 7
䛴䜚ྜ䛖㻌㔜䛥 䛴䜚ྜ䛖 㔜䛥 5
ᙉ䛔㻌㊥㞳 ᙉ䛔 ㊥㞳 4
䛴䜛䛩㻌☜ㄆ 䛴䜛䛩 ☜ㄆ 4
䛴䜚ྜ䛖㻌㊥㞳 䛴䜚ྜ䛖 ㊥㞳 4
䛝䜎䜚㻌ぢ䛴䛡䜛 䛝䜎䜚 ぢ䛴䛡䜛 3
䛝䜎䜚㻌䛷䛝䜛 䛝䜎䜚 䛷䛝䜛 3
䛝䜎䜚㻌ᚲせ 䛝䜎䜚 ᚲせ 3
䛷䛝䜛㻌Ꮚ䛹䜒 䛷䛝䜛 Ꮚ䛹䜒 3
䛴䜚ྜ䛖㻌ᤵᴗ 䛴䜚ྜ䛖 ᤵᴗ 3
Ꮚ䛹䜒㻌ᚲせ Ꮚ䛹䜒 ᚲせ 3
౑䛖㻌ᛮ䛖 ౑䛖 ᛮ䛖 3
䛚䜒䜚㻌㔜䛥 䛚䜒䜚 㔜䛥 2
䛴䜚ྜ䛖㻌ሙᡤ 䛴䜚ྜ䛖 ሙᡤ 2
䛴䜚ྜ䛖㻌ᛮ䛖 䛴䜚ྜ䛖 ᛮ䛖 2
䛴䜚ྜ䛖㻌㠃ⓑ䛔 䛴䜚ྜ䛖 㠃ⓑ䛔 2
䛴䜚ྜ䛖㻌ᴦ䛧䛔 䛴䜚ྜ䛖 ᴦ䛧䛔 2
䛴䜚ྜ䛖㻌⌮ゎ 䛴䜚ྜ䛖 ⌮ゎ 2
ᙉ䛔㻌㔜䛥 ᙉ䛔 㔜䛥 2
䛴䜚ྜ䛖㻌ぢ䛴䛡䜛 䛴䜚ྜ䛖 ぢ䛴䛡䜛 2
表８　てこのはたらき 共起回数 
体験するように配置すればよいのか考えていくことは、次
の課題である。
また、各大学の教職課程の「教科に関する科目」でどの
ような内容が教えられているのかを調べていくことも意
義があることと考える。
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